
売　　　上

１．部門別売上台数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　          　(単位：台，％)

部　 門　 別 当　　　 期 前　　　 期 増　　　 減 前　期　比

国　　　　内      １８５，８１６     １９８,７１５ △１２，８９９   ９３．５
輸　　　　出      ３５３，９４０     ３３４,９２１   １９，０１９ １０５．７

二
輪
車 計      ５３９，７５６     ５３３,６３６     ６，１２０ １０１．１

軽自動車      ４９９，５１２     ５７５,３１７ △７５，８０５ ８６．８
小 型 車        ７５，６４４       ７１,２５６     ４，３８８ １０６．２

国

内 国 内 計      ５７５，１５６     ６４６,５７３ △７１，４１７  ８９．０
輸　　　　出      ２３５，３６３     ２０１,１１２   ３４，２５１ １１７．０

四
輪
車

計      ８１０，５１９     ８４７,６８５ △３７，１６６  ９５．６

２．部門別売上高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　            (単位：百万円，％)

当　　　 期 前　　　 期
部　 門　 別

構成比 構成比
増　　　 減 前　期　比

国　　　　内      27,188    2.3      29,649    2.5   △  2,460     91.7
輸　　　　出     161,636   13.7     152,503   12.9 9,132    106.0
二
輪
車 計     188,825   16.0     182,152   15.4 6,672    103.7

軽自動車     420,170   35.6     478,599   40.5 △ 58,429     87.8
小 型 車      93,419    7.9      90,962    7.7 2,457    102.7

国

内 国 内 計     513,589   43.5     569,561   48.2 △ 55,972     90.2
輸　　　　出     328,659   27.9     294,117   24.9 34,541    111.7

四
輪
車

計     842,249   71.4     863,679   73.1 △ 21,430     97.5
特　　　　　機      50,677    4.3      46,995    4.0 3,682    107.8
部　　品　　等      97,384    8.3      89,294    7.5 8,090    109.1

国 内     606,998   51.5     670,612   56.7 △ 63,613     90.5
輸 出     572,138   48.5     511,509   43.3 60,629    111.9
合
　　　　　
計 計   1,179,136  100.0   1,182,121  100.0 △  2,984     99.7

(注) 海外生産用部品の売上高は、それぞれ二輪車及び四輪車に含めてあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
･二　　輪　　車 … 国内売上高は前期を下回りましたが、輸出売上高は完成車の好調により増加した
                 結果、二輪車全体の売上高は前期比 103.7%となりました。

･四　　輪　　車 … 国内売上高は、小型車は健闘したものの、主力の軽自動車の落込みにより前期を
                 下回りました。輸出売上高は完成車の好調により増加しましたが、四輪車全体の
                 売上高は前期比 97.5%となりました。

･特機及び部品等 … 特機売上高は前期比 107.8%、部品等売上高は同 109.1%となりました。

以上の結果、売上高全体では11,791 億円となり、前期に比べ 29 億円の減少となりました。

配 当 政 策   
当社の配当政策については、従来より継続的な安定配当に留意し、あわせて配当性向、企業体質の

一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充実などを勘案して決定しております。

当期の配当金につきましては、期末配当金を１株当たり４円とし、年間配当金を中間配当金３円５０銭

と合わせ１株につき７円５０銭とさせていただく予定であります。

この結果、当期の配当性向は35.3％、株主資本当期利益率 3.9％、株主資本配当率 1.4％となります。

当期の内部留保資金につきましては、商品開発・技術開発、工場の省人化・合理化及び販売拠点の

拡充のための設備投資や海外拠点投資等に活用して今後の事業の拡大に努めてまいる所存であります。
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